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	 本論文は，ものづくり産業のイノベーションと地域の持続的発展について，理論・政

策を整理したうえで，実証研究での結果を示し，新たな理論構築と地域産業政策へのア

プローチを提供するものである．	 

	 素材加工を行うものづくり産業は，製造業の基盤となる重要な産業である．また，当

産業の産業集積が全国の地域で見られることから，地域で競争力を有する産業として地

域振興の点からも注目される．一方，最近は，市場競争の激化や国内の人口減少から，

企業がこれからも競争力を有していくためにイノベーションを起こすことが重視されて

いる．近年，製造業におけるイノベーションの研究は，産業集積理論の分野において世

界各国で行われている．しかし，それらの多くは主体間関係や制度的役割を扱うもので，

地域主権が叫ばれている昨今，地域の持続的発展にまで言及した研究及び国内における

実証研究は少ないのが実態と言える．	 

本論文では，ものづくり産業のイノベーションの中でも，技術革新であるプロダクト・

イノベーションを取り上げる．技術革新に必要な知識創造において，素材の特徴を経験

から見分けられる暗黙知は，ものづくり産業にとって特に重要である．ものづくり産業

の加工技術において，素材の特徴を知ることが最も基本的なことであり重要なことだか

らである．しかし近年は，生産現場でのマニュアル化の進展や徒弟制度の消滅から，暗



黙知を修得する人材の減少が危惧されている．そこで，こうした危機感を地域はいかに

共有し解決して持続的発展へと結びつけるのか理論的考察と実証研究を行う．地域産業

政策へのアプローチは，地域に集積する産業の特徴により具体的な施策が変わると考え

ることから，その違いを踏まえ比較した実証研究を進める．方法は，データ分析と聞き

取り調査による．	 

	 本論文は六つの章から構成されている．	 	 

	 第一章では，ものづくり産業の特徴を確認するとともに，近年研究成果が活発に出さ

れている産業集積と地域イノベーションに関する研究成果を整理する中で，ものづくり

産業におけるイノベーションを分析していく上での研究視角を明らかにする．ものづく

り産業は，わが国における重要な産業の一つであるが，1990 年以降，中国などの海外の

競争相手の台頭や，流通革命による国内における価格破壊により，大きなダメージを受

けている．今後も成長を続けていくには，資本，労働力，技術革新のいずれかを伸ばし

ていく必要があるが，国内では人口減少時代を迎えて資本と労働力の大きな伸びが期待

されず，技術革新に対する期待が増している．ものづくり産業が盛んな地域では，これ

までもイノベーションを起こして成長を続けてきた．しかし最近，ものづくり産業のイ

ノベーションで重要な役割を果たしている暗黙知を修得した人材が減少しているという

危機感が生じている．ものづくり産業の知識創造のプロセスを整理する中で，暗黙知の

重要性を明らかにし，暗黙知，人，地域との関連に焦点をあてることで，地域の持続的

発展についての考察を行う．	 

	 第二章では，ものづくり産業の全国的な変化を概観し，その上で，第三章以降でとり

あげる金属製品製造業，食料品製造業，輸送用機械器具製造業の三業種について，工業

統計表を使用したマクロ的な把握と，日本標準産業中分類で事業所・企業統計の従業者

数で算出した特化係数を使用し，ものづくり産業が盛んな都市の抽出と集積する産業の

把握を行う．そのうえで，同じものづくり産業の中でも産業の規模や構造などの特徴に

より，分布状況のパターンに違いが生じることを明らかにする．	 	 

第三章から第五章までは，筆者が仕事で長年携わってきた東北エリアから，特徴の異

なるものづくり産業の盛んな地域を選定して，聞き取り調査を中心とした実証研究を行

う．三つの事例の空間スケールが異なるが，都市，複数の都市を含む県，複数の県を含

む地域ブロックという違いを踏まえて検証する．	 

第三章では，燕・三条の金属加工業の取組の結果を提供する．燕・三条は江戸時代に

代官が奨励した和釘生産で江戸大火の需要を取り込んで産業集積を形成した．1950 年代

の洋食器は貿易中心に世界中で一世を風靡した．企業規模は小さいが日用品，自動車・

電気・建築の部品，金型などに分野を広げ，新素材にも挑戦している．1985 年頃から地



元公的機関が情報機能，リスク回避機能，コーディネート機能を有した支援を行ってい

る．しかし，イノベーションに重要とされる暗黙知が，後継者不足や工程省略などによ

り継承されないという危機感が抱かれている．そこで近年，さんじょう鍛冶道場や燕市

磨き屋一番館の人材育成機関が設立されるに至っている．また，ものづくりのおもしろ

さを教えるための教育が小中学校の授業に取り入れられて始まっている．	 

	 第四章では，新潟の米菓産業の取組の結果を提供する．県公設試験所と地元企業との

研究開発による大量生産を可能とする新技術の確立で，高度成長期の大きな需要を取り

込んで集積を形成した．新潟の米菓産業は全国シェアの約 50％を占め，わが国の米菓産

業を牽引している．地元企業は大企業へ成長し県公設試験所主導の指導は終了したが，

引き続き企業は自由な研究環境と幅広いネットワークの構築に魅力を感じ，県公設試験

所に職員を派遣して素材からの研究を行っている．しかし，企業が成長する間に生産現

場のマニュアル化と分業が進み，米菓製造の全体像や基本的知識を身に着けた人材が育

っていないという危機感が抱かれている．そこで近年，県米菓組合が県公設試験所に基

礎研修コースの開設を要請し合宿形式で人材育成が実施されている．	 

	 第五章では，東北の自動車産業の取組の結果を提供する．東北の自動車産業の集積形

成は現在進行中だが，トヨタ自動車が東北を東海，九州に次ぐ第三の拠点と位置付けた

ことで，域外からの１次及び２次サプライヤーの立地が相次ぎ，３次サプライヤー以下

の地元企業の参入が期待されている．しかし，顧客に提案できる独自技術を有していな

ければ参入は難しい．工学部を中心に産学連携が盛んな岩手大学との共同研究で独自技

術の確立に成功した地元企業は，教授の卒業生を採用し教授と試行錯誤を繰り返し忍耐

強い取組みを行った．また，その他では，シートや内装品など，手作りの工程が比較的

多く残る暗黙知が活かせる分野での参入が現実的となっている．	 

	 第六章では，第三章から第五章の事例分析を受けて，産業集積の特徴，地域に蓄積さ

れる技術の性格，イノベーションや人材育成などに関する地域の持続的な発展に関わる

取組等について三地域の比較と考察がなされる．産業集積の特徴は，燕・三条地域は伝

統的な地場産業型，新潟県の米菓産業は各地域の家庭から始まった生業型，東北地域の

自動車産業はトヨタ自動車の完成車工場の立地を契機とした分工場型で，各々の産業の

特徴により集積展開の空間スケールが異なる．これらの事例に見られる地域の基盤技術

は，地域で確立された製造技術理論に基づくものであり，製造技術理論は 1950 年代から

1960 年代にかけての産学連携で，職人的な技や勘に頼っていた生産現場に科学的アプロ

ーチが導入され，暗黙知と形式知の融合により確立された．それは，機械化による大量

生産或は職人技を高めることにつながった．産学連携における地域の公設試験研究機関

（公設試）の役割は大きく，公設試の研究員や職人を通して地域にノウハウや技術が蓄



積され，次のイノベーションにつながっている．現在においても，革新的及び漸進的イ

ノベーションの両方に公設試が関わり，特に，基礎研究と製品化のための研究を結ぶ「応

用的基礎研究」の分野で重要な役割を果たしている．1950 年代から 1960 年代と現在の

産学連携の変化は，1950 年代から 1960 年代は，企業は産学連携に業界団体として参加

し，成果は地域全体に広められた．現在は，各企業が成長し独自の研究部門を持つよう

になったため，個別企業で参加する傾向が強くなっている．一方，機械化を進めた企業

は，工程分業が進み一人が全行程を経験することが難しいなど，ものづくりの基本的な

知識が不足するという技術の希釈が起きている．そのような危機に対処しようと，人材

育成を目的とした研修が地域的な取組として行われている．ものづくり産業が持続的に

発展するためには，暗黙知やノウハウを伝え，それを教えることのできる公設試のよう

な機関や人材が存在していることが重要であり，産業集積地の強みである．知識創造の

空間スケールについては，東北地域の自動車産業の事例から，「試行錯誤の場（生活圏）」

と「情報交換の場（地域ブロック圏）」があり，それらは異なる空間スケールで重層的に

存在する．	 

	 終章では，地域産業政策の課題と政策への含意を提供する．産業集積が重視される理

由の一つにイノベーションを起こしやすいことがあげられる．そのうえで，イノベーシ

ョンに関する地域産業政策への含意については，地域という単位での「試行錯誤」や「切

磋琢磨」の重要性，産学連携における地域の公設試験研究機関による「応用的基礎研究」

の重要性，「基本的な製造技術理論」の習得に向けた地域的かつ継続的な取組の重要性が

あげられる．	 
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